








先天性腎疾患に基づく慢性腎不全 18 症例につき臨床的検討を行った。 

低形成腎は全例学校検尿や偶然の機会で発見され、腎不全の進行態度は類似の傾向で保存

期の管理は困難ではなく、順調に透析、腎移植へ進んだ。アルポート症候群では腎機能低

下から末期腎不全までの期間は急速であった。尿路奇形例では保存期の管理に多くの問題

があった。家族性若年性ネフロン癆は末期腎不全まで尿異常が少なく発見されにくい疾患

と思われた。 


